
 

  

企業と医療と患者をつなぐオンライン情報交換会 

ひと昔前までは生きる事さえむずかしかった子供たちがいます。先天性心疾患や小児がん、医療

的ケアの必要な疾患の子どもたちです。近年は医療の進歩が目覚ましく、その様な子供たちが大

人になる時代になりました。子供たちは生涯、医療を受けながら自立し生活を送ることになります

が、自立の上で重要な部分である就労に関して社会はまだ対応が追い付いていない状況です。 

雇う側である企業が考える雇う際の悩み・不安、医療からの情報提供、患者からの思いを共有し、

病気と共に大人なる人たちに、働くチャンスを増やしてあげたいと思い、オンラインによる情報交換

会を企画しました。ぜひご参加ください。 

日時：2020年９月１１日(金)  

２０：００～２２：００ （１９：３０より ZOOMに接続できます） 

場所：ご自宅や企業のインターネットに接続できるパソコン、スマホ、タブレット等 

参加費：無料 

申込み： 企業名、出席されるかたのお名前、電話番号を入力の上、 

        dinoryu@i.softbank.jp へ E-mail をお送りください。 

        申し込みが完了しましたら、当日の接続先などを記載した返信メール 

をお送りいたします。 

 

オンライン会議システムの ZOOMを使用します。ZOOMの接続環境(回線、マ

イク、カメラの有無)をあらかじめ確認してください。 

問合せ先：猪又竜 TEL：090-2863-6062 E-mail：dinoryu@i.softbank.jp 

後援：NPO法人親子の未来を支える会 
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安河内 聰 

長野県立こども病院 循環器センター長。 

健康寿命延伸という時代の中で、心臓の病気を持つこどもたちが生涯を通じて社会の 

中で幸福に過ごしていけるか、医療-社会-福祉の総合的な体制を皆様と一緒に考え 

ていきたいと思っています。その中でも、社会で生きていくための就労は本当に大きな 

問題だと思います。 

登 壇 者 の ご 紹 介 

猪又 竜 

先天性心疾患患者。42歳。一般企業の障害者枠で15年勤務。 

後輩患者のより良い人生のために、就学、就労に関して必要な情報を提供している。 

行政・医療者とも積極的に関わり、障害者の生きづらさの解消のために様々な活動を 

している。 

北村 千章 

清泉女学院大学 看護学部准教授。小児専門看護師、助産師。 

実態調査や論文投稿、国内の家族会や交流会などサポートチームメンバーの 

中心となり、支援活動を行っている。 

落合 亮太 

横浜市立大学医学部看護学科 准教授。 

小児期発症疾患を有する方への移行医療・成人期医療の研究を行っている。 

 

プログラム(予定) 

１９：３０ ZOOM接続開始 

２０：００ 開催挨拶、事務連絡 

２０：１０ 登壇者によるお話 

２１：３０ 休憩 

２１：３５ 質疑応答 

２２：００ 終了 

小林 豊 

有限会社ナツバタ製作所 代表取締役 

北村さん、猪又さんとお会いし先天性疾患患者様のことを企業人として理解してい

なかったことを、コミュニケーションを通し大勢の方と理解を深めていけることが大切

だと思いました。 


